
（２）各県医師会からの取組報告、情報交換及び問題提起 

取組報告等 

①ドクターバンク事業について 

I. 令和６年度の斡旋成立数     件 

II. 前回の九州ブロック会議で挙げた課題解決のため、特に取り組んだ点・今後の計画 

III. その他 

 

②女性医師支援について 

I. 前回の九州ブロック会議から新たに取り組んだ点・今後の計画 

II. その他 

各県からの回答 

 

沖 縄 

 

①ドクターバンク事業について 

Ⅰ.令和６年度の斡旋成立数 １ 件 

Ⅱ.前回の課題： 

本事業を県からの委託事業として行っており、予算が限られているために

十分な人員の確保やホームページ等の広報に関する積極的な取り組みが出

来ていない。また、令和5年12月より日医女性医師バンクと業務提携を締

結しているが、本会の取扱件数が低調であり、実績が得られていない。 

取り組んだ点： 

「人が集まる病院作り」をテーマに県外の先進的な取り組みを聴講し、県

内医療機関のより良い職場環境づくりと人材確保につなげると同時に、求

人・求職の手段としてドクターバンクの存在を周知し、取扱件数を増やす

ことを目的としたフォーラムを開催した。 

日程：令和 7年 1月 20 日 

テーマ：「人が集まる！『愛され病院』を創る、魅せる」 

講師：病院マーケティングサミット JAPAN 代表理事 竹田陽介氏 

今後の計画： 

利用者にとってより分かりやすいものになるよう、ドクターバンクホーム

ページの改修を予定している。 

Ⅲ.特になし 

 

②女性医師支援について 

Ⅰ.新たに取り組んだ点・今後の計画： 

昨年度と同様の取組を実施・計画している 

 ・沖縄県女性医師等就労支援相談窓口の設置 

 ・沖縄県女性医師等就労支援相談窓口事業の管理・運営 

⇒ホームページ及びメーリングリスト等で女性医師等への情報発信 

医学生・研修医等への家庭と仕事の両立に係る啓発活動 

   女性医師等の実態調査に係るアンケートの実施 等 

 ・女性医師等の勤務環境改善に係るフォーラム及び懇談会等の開催 

  ⇒ドクターズフォーラムの開催 

   女性医師部会役員会の開催 

   女性医師等の勤務環境改善に関する病院長等との懇談会の開催等 

Ⅱ.特になし 



女性医師の昇進と
キャリア・ラダーに関する実態調査

沖縄県医師会女性医師部会
金城 淑乃

2025年9月13日 ホテルコレクティブ日本医師会女性医師支援センター事業九州ブロック会議

管理者向けアンケート結果
回答率：43.8% (７/16施設)



基幹型臨床研修病院病院長対象
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女性26.7% 女性12.1%＜勤務医男女比＞ ＜管理職男女比＞
回答率：43.8% (７/16施設)

勤務医の女性比率は低いが、管理職になるとさらに低い

女性医師の管理職登用についてどのように感じるか
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特に意義を感じない

人材不足の解消につながる

女性の視点が反映され、サービス医療の質が高まる

若い世代へのロールモデルとして好影響がある

公平性・平等の観点から重要である

意思決定の多様性が高まり、組織の健全性が向上する

教授 病院長

病院長(n=7)と琉球大学病院教授（n=11)の回答を表示

女性医師の管理職登用については好意的に受け入れられている



女性医師の管理職登用で課題と感じることは
病院長(n=7)と琉球大学病院教授（n=11)の回答を表示
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評価制度や人事の透明性に課題がある
特に課題はない

長時間労働や転勤など働き方の問題
男性優位の意思決定構造

昇進意欲が低い／希望しない
管理職は男性という職場文化や無意識バイアスの存在

ワークライフバランスを重視する傾向が強い
育児や家庭との両立の難しさ

管理職候補となる女性の人数が少ない

教授 病院長

特に大学病院において課題を感じている要素が多い

実際に管理者になって感じたことは？
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組織運営や制度に対して、自分の意見を提言しやすくなった

職場における影響力が高まった

性別・年齢・立場に起因するバイアスを感じた

仕事への達成感や自己満足感を得られた

意思決定や責任に関して孤立感を覚えた

経済的安定が得られた

家庭や私生活との両立が難しいと感じた

教授 病院長



セカンドキャリアを考えていますか？
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はい いいえ

病院長 教授

教授病院長

-1医学教育・研究

-1産業医・企業内医師

2-在宅医療・地域医療

-1メディカルライター・監修業務
-1開業・事業経営

「はい」と回答した方：

日本医師会や国に対して要望したいこと
現在の診療報酬体系では今後の地域医療の継続は難しい。病院で働く職員に十分な

報酬を支給できません。

財務省の役人には、もう少し現場を見て欲しい。

大学の医療職の人件費が低く、研究・教育を担う医師の魅力が低下している。

大学病院は医学生及び医師を育む重要な位置にあるため、他の病院と扱いを同じに
するのは間違いです。大学病院の医師の処遇改善

診療報酬の適切な改定

人材派遣会社はお金がかかりすぎるため医師確保を医師会が主体となって欲しい。
特に地方は大変です。



勤務医向けアンケート結果
回答数：162件

基幹型臨床研修病院勤務医対象
回答数：162件
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専門医資格を取得しているか (n=162)

はい
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いいえ
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12%

取得中. 16. 10%
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必要性を感じない

時間的余裕がない

現在取得を検討中

初期研修中

未回答

「いいえ」と回答した方
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専門領域の知識・研究力を深めたかったから

研究者としてのキャリアを志望

教育・アカデミアでの職に就くため

昇進・昇格の要件のため

勤務先・上司からの勧め

医師・専門職としての信頼性を高めたい

研究費やポジション獲得に有利

周囲に取得者が多く、自分も必要と感じた

その他
【その他】「はい」：
その次のキャリアのため
将来的な働き口の選択肢が増えると思った

「はい」と回答した理由 ※複数選択可

キャリアのための取得が31%（11/47人)

医学博士号（Ph.D.）を取得しているか 〜はい (n=47)〜

はい
47

29%

いいえ
101
62%

取得中. 14. 9%



医学博士号（Ph.D.）を取得しているか 〜いいえ (n=101)〜

57

42

24

20

11

4
0 10 20 30 40 50 60

必要性を感じない

時間的余裕がない

経済的負担が大きい

指導者や機会に恵まれなかった

現在取得を検討中

その他

【その他】：
大学院中退
卒後10年目くらいまでは臨床に興味が強かった

「いいえ」と回答した理由 ※複数選択可

必要性を感じない57人よりも
時間的余裕がない、経済的負担が大きい、
指導者や機会に恵まれなかった86人の方が多い

→環境が整えば取得できる
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取得中. 14. 9%
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現在のキャリアに満足しているか
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非常に満足 やや満足 どちらともいえない
あまり満足していない 全く満足していない

女性

非常に満足、やや満足→男性59%、女性64％

男女差は小さい



現在のキャリアに満足しているか

「非常に満足」「やや満足」と回答した方：理由（抜粋）

 日々充実しやりたいことをやれている
 専門性を活かせている
 自分で仕事が選べる事
 専門医によって、自分のやりたいことが保

証されていると感じる。
 自分の能力を実際の業務に活かしつつ、研

修医を指導させていただく機会を与えられ
ているため

 目指した医師像と現在の状態がほぼ一致し
ているから

 いつ転居しても次の仕事が見つかると思える
 家族への介護に必要な時間を取りやすい
 土日休日などの緊急対応は適度な範囲内であ

るから
 不自由やストレスがあまりない

仕事の充実感 ワークライフバランス

「あまり満足していない」「全く満足していない」と回答した方：理由

現在のキャリアに満足しているか

 思っていた診療体制になっていないため。
 新しい領域のことやブラッシュアップが不十分
 自分のスキルアップができていないと感じる

 働きの量、質に給与が見合っていない。
 教育に対する待遇が不正確

仕事の充実感 待遇



はい
22

13%

いいえ
134
83%

未回答. 6. 4%

専門科を変えようと思ったことはあるか
外科、内科問わず

様々な診療科が含まれる
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興味・関心の変化
ﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽへの対応

ﾗｲﾌｲﾍﾞﾝﾄへの対応
心身の健康上の理由

医局・職場の人間関係
ｷｬﾘｱｱｯﾌﾟや専門性の…
希望のﾎﾟｽﾄ等が得ら…

経済的理由(収入・…
ﾛｰﾙﾓﾃﾞﾙの影響や師…

その他

「はい」と回答した理由
※複数選択可

はい
37%

いいえ
49%

該当なし
14%

男性

はい
46%

いいえ
26%

該当なし
28%

女性

ライフイベントがキャリア形成に影響したか
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パートナー 家族・親族 外部サービス サポートなし

「はい」と回答した方：サポートについて※
複数選択可



はい
74%

いいえ
26%

現在の職場環境に
満足しているか

男性・女性 ほぼ同結果

職場環境について

働きやすい職場づくりが
なされているか

はい
44

72%
いいえ. 5. 8%

わからない
12

20%
はい
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65%
いいえ
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18%

わからない
17

17%

男性 n=98 女性 n=61
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短時間勤務
育児休暇
介護休暇
在宅勤務

時間外勤務抑制

託児所
メンター制度

ハラスメント防止
勤務環境改善の窓口が設置されている

働き方改革による就業時間規制の緩和(もっと働きた…
その他

行われている取り組み

必要だと思う取り組み

働きやすい職場づくりのために
行われている取り組みと必要だと思う取り組み

＊複数解答可



はい
21

21%

いいえ
40

41%

どちらともいえない
37

38%

将来的に管理職（キャリアアップ）を希望するか

はい
10

17%

いいえ
29

48%

どちらともいえない
21

35%

男性 n=98 女性 n=60 未回答１名

将来的に管理職（キャリアアップ）を希望するか
「はい」と回答した理由※複数回答可 (n=31)
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組織に対して自分の意見や方針を反映させたい
後輩医師の育成やチーム運営に関わりたい

責任ある仕事にやりがいを感じる
ｷｬﾘｱｱｯﾌﾟ・昇進を通じて自己成長を図りたい

将来の経営層を目指している
経済的な理由(給与・手当・待遇の向上)

ﾛｰﾙﾓﾃﾞﾙとなる管理職に影響を受けた
上司・組織から推薦や期待を受けている

管理職にならないと仕事の幅が制限されると感じた

男性 (n=21)

女性 (n=10)



「いいえ」「どちらともいえない」と回答した理由※複数回答可

将来的に管理職（キャリアアップ）を希望するか
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業務量・責任が過大に感じる
仕事内容がわからない

ワークライフバランスとの両立が困難そう
待遇や報酬が見合わないと感じる

現状が満足で、魅力を感じない
役割や求められる能力に自信がない

昇進後の人間関係やｽﾄﾚｽが懸念される
ﾛｰﾙﾓﾃﾞﾙが身近にいない

組織風土・文化が管理職を目指しづらい
評価・昇進の仕組みが不透明

過去昇進を希望したが叶わず意欲を失った

男性 (n=77)

女性 (n=50)

N=127
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医学教育・研究
行政・公衆衛生（保健所・厚労省など）

産業医・企業内医師
製薬企業・ヘルステック企業等

在宅医療・地域医療
海外医療協力・NGO

メディカルライター・監修業務
開業・事業経営

異分野（法律・経営・心理・農業など）

はい
53

33%
いいえ

107
67%

セカンドキャリアを考えているか

「はい」と回答した方の考えるセカンドキャリア
※複数回答可 未回答３名



結果のまとめ

・勤務医の女性比率は低いが、管理職になるとさらに低い
・女性医師の管理職登用については好意的に受け入れられているが、特に大学病院では

女性の管理職候補が少ないなど課題も多い

管理者向けアンケート結果

勤務医向けアンケート結果
・専門医取得率は約80%と高い
・医学博士号取得率は29%でそのうち31%がキャリアのための取得であった。

取得していない場合でも環境が整えば取得できると思われる
・現在のキャリアや職場環境への満足度は高い
・キャリア形成にライフイベントが影響した割合は女性が多かった
・キャリアアップを希望する率は20%で男女ともに低い
・セカンドキャリアを考えている率は30%で在宅医療・地域医療へ転向希望が多い

結論

女性管理職登用は求めらているものの、特に大学病院において管理職候補が少ない。
女性のキャリア形成には未だライフイベントが影響し、引き続き女性医師支援は必要である。
一方で、キャリアアップを望む勤務医は男女ともに20%と低く、ジェンダーを超えて
管理職の魅力を伝えていく必要がある。


